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（1）
　初めて教壇に立ったのは1950年4月だったから、もう46年以上経っている。その間ずっと英語を
教え続けてきた。このあたりで、私と英語の関係を振り返ってみたい。また、英米の演劇と関わりを
持ってからも、同様の年月を経ている。その経験も含めて、一種の自分史を記してみる。文中の人名
の敬称は省略させていただいた。
　生まれたのは、1926年12月14日で、25日まで大正、26日から6日間が昭和元年であった。したが
って、私の同級生には、大正15年、昭和元年、昭和2年の3種類の生年がある。この年にQueen
Elizabeth　Hが生まれ、　A．　A．　Milne：I」Vinnie－the－Poohが書かれた。生まれ故郷は、東経135
度、北緯35度の交差点に近い兵庫県の田舎町であったから、英語とはおよそ縁がなかった。中学へ行
っていた兄から聞いて、‘Twinkle，　twinkle，　little　star’なんて歌を、うろ覚えで歌？ていた程度で
ある。
　そういう田舎町であるから、幼い頃の演劇経験はほとんどない。近所に劇場兼映画館の古い建物が
あったのだが、火災で焼失し、再建されたときは、もう映画中心であった。それでも、花道だけは残
してあった。小学校の頃、一番楽しかった思い出は、宝塚見物であった。宝塚へは、2時間ほど汽車に
乗って出かけた。遊園地でゲームをしたり、観覧車に乗ったり、レストランで食事をしたりしてから、
宝塚歌劇を観た。小学生の私にとって、それはまさに夢の世界であった。天津乙女、春日野八千代、小
夜福子などの繰り広げる絢燗豪華な舞台に、ただうっとりと見入っていたのである。
　田舎では、村祭りの余興に、必ず村芝居が催された。村の芸達者の連中が、年一回の祭礼に、日頃
自慢の芸を披露するのである。母の実家の村では、8月に天神祭りがあって、そこで催される芝居を毎
年見に行った。これは、いわば「村歌舞伎」といったところで、歌舞伎の名作を上演していた。「いず
れを見ても山家育ち」とか「初めチョロチョロ中パッパ」といった歌舞伎の名せりふが、まだ庶民の．
生活の中に生きていたのだ。いわゆる「耳学問」というわけである。だが、こういう伝統はしだいに
衰退していって、町の青年団の芝居では、ドタバタ喜劇や、歌謡曲のもじりなどが主流を占めるよう
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になってきた。
　その頃日本はまっしぐらに戦争へ突き進んでいた。1931年に始まった日中戦争は、1937年からは本
格化していった。それにつれて、演劇も「国策」に組み込まれ、宝塚歌劇でも、越路吹雪が学徒動員
の芝居に出ていたのを覚えている。こういう時期に、初めて英語を勉強するようになったのだった。
（2）
　本格的な英語の勉強が始まったのは、旧制の中学校に入ってからである。その頃、小学校は、尋常
科と高等科とに分かれていて、義務教育は尋常科の6年間だけで、卒業すると、すぐ就職する者はわず
かだったが、大部分は高等科（2年間）に進み、中等学校に進学するのは、2割に満たなかった。50人
いた私のクラスから、中学校へ進学したのは、10人いなかった。
　この時代、中学校の数は、今の高校に比べてはるかに少なく、私の入った兵庫県立小野中学校へは、
汽車で40分ほど乗って、さらに駅から30分ほど歩かなければならなかった。1学年の人数は150人ほ
どで、クラス替えはあっても、5年間同じ教育を受けたのであるから、今よりもお互いの親近感は強か
った。入学は1939年で、軍国主義の最盛期であり、すでに日中戦争は始まっていたが、中学の英語教
育は普通に行われていて、1週に5時間あった。まず最初に、AlphabetとJones式発音記号をたたき
込まれた。教科書は三省堂発行の“King’s　Crown　Reader”であった。　This　is　a　tent．から始ま
って、文法中心の伝統的（？）な教育を受けた。最初はみんな好奇心旺盛で、当時のヒット歌謡曲『あ
あそれなのに』の歌詞を英訳して歌ったりしていた。全くの逐語訳で、まもなく「軟弱である」とい
う理由で軍部に禁止されたリフレインの部分「ああ、それなのに、それなのに、ねえ」を“Oh，
nevertheless，　nevertheless，　you　see”などと歌って喜んでいた。
　中学校の英語は最初そのような状況であったが、3年生の12月、太平洋戦争が勃発して、英語は「敵
性語」として弾圧されるようになった。それでもまだこの頃は、授業時間も変わらず、とくに3年生の
ときの英語担当の先生は、今でいう“oral　method”を採用して、きわめて生き生きとした英語授業
を受けた記憶がある。アメリカで勉強した先生だったらしく、‘little’の発音で、‘t’音がほとんど聞こ
えなかったので、「リルル」というあだ名をつけて呼んでいた。
　旧制中学校は5年制だったが、当時の学制は複線で、大学へ進学するための高等学校へは、4年修了
で受験できた。3年で終わる専門学校へは、5年卒業の資格が必要だった。私が4年修了のとき、高校
入試には、まだ英語があった。だが、4年では不合格で、翌年5年卒業で受験したときは、ついに英語
は受験科目からはずされてしまった。その頃、理科の学生には徴兵猶予があったが、文科の学生は、18
歳になると、徴兵検査を受けなければならず、そうなると、いつ軍隊へ召集されるかわからなかった。
徴兵を逃れるために、文科へ行きたいのに、理科を受験する学生もいた。中学校の担任の先生は、京
大を出たばかりの若い国語の先生だった。r奥の細道』や『太平記』などを暗訥させられたものだ。こ
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の先生が口癖のように「だが、文科もまた必要」といっていた。その影響かもしれない。徴兵覚悟で
私は文科を受験した。
（3）
　私の入った旧制第三高等学校（三高）の文科は、募集人員1クラス30名であった。それに対して、理
科は8クラスもあった。留年生や、ヴェトナムからの留学生などもいて、三十数名がその年の文科一年
生であった。旧制高校では、第一外国語の種類によって、甲（英語）、乙（ドイツ語）、丙（フランス
語）の3類に分かれていた。第二外国語は、甲はドイッ語、乙と丙は英語であった。私は英語の文科甲
類に入った。語学の時間になると、3クラスに分かれる。1クラス10人そこそこである。法学部の坂本
和男教授は同じクラスだった。語学の時間には相当な緊張が強いられた。当時、英米人は敵国人であ
り、教師にはなれなかった。ドイッ人とフランス人はいた。ドイツ語を習ったとき、ドイッ人の教師
が、英語を使ってドイツ語を教えてくれた。英語に関しては、すべて日本人教師であった。
　1年最初のテキストにFのyFα〃ious　Poemsというのがあった。　Shakespeareから始まって、現代
に至る有名な詩が50編選んであった。これを教えてくれたのは、常に軍服を着こんで、遠慮会釈なく
鉄拳制裁を学生に加えていた悪名高い教師であった。その頃、学校では軍事教練が必修であり、その
ために「配属将校」という制度があって、各学校にはすべて軍から配属された将校が駐在していた。私
の入る数年前、三高では「配属将校殴打事件」というのがあった。それ以来、三高は軍にとって要注
意の学校であった。三高のモットーは、一高の「自治」に対して、「自由」であった。寮も「自由寮」
と呼び、自由という言葉が禁句であった戦時中でも、あえてその名を用い、白くその文字を染め抜い
た赤旗を掲げて、行進したりしたものだ。こういうことから、なんとか軍の目をごまかしたいという
意図があったから、この英語教員は軍国主義的行動をとったのかもしれない。それにしてもその態度
は、ほかの教員に比べて、異常であった。英詩をテキストにする理由もふるっていた。「英詩は言葉使
いが文法を離れて、破格な場合がある。いくつかの解釈が可能な場合、そのどれを選ぶか、決断力が
必要である。英詩を読むのは決断力養成のためである…」しばらくして、この教員は召集され、戦後
九州大学教授となった前川俊一教授がこのテキストを使うことになり、ようやくKeatsのOde　to　a
Nightingaleなどをしみじみと読んだ記憶がある。ほかに・英語の先生としては・深瀬基寛教授のエリ
オットなど、高校生にはもったいなかったと思う。山本修二教授の講義も、芝居気たっぷりで楽しか
った。村上至孝教授からは、ロマン派詩人の手ほどきを受けた。
　入学したのは、1944年であるから、日本は敗戦へまっしぐらに落ち込んでいく時期であった。まも
なく大阪の工場へ動員され、特攻兵器のモーターボートを作ったりした。その後、一度学校へ戻って
から、また京都の工場へ行くことになったが、ただでさえ少ない同級生の中には、軍に召集されたり、
病気になったり、ほかにも、浅草の自宅に帰省中、空襲にあってそのまま戻らなかった者もいた。沖
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縄は占領され、広島、長崎には原爆が落とされ、都会は全て焦土と化した当時の日本で、若者にとっ
て「死」だけが必然であった。どういうわけだか空襲を受けなかった京都で、私たちは飛ぶかどうか
もわからない「カミカゼ」飛行機の部品を製作していたのだが、引率の教授はひそかに外国の短波放
送を聞いていたらしい。1945年8月15日の朝、工場へ出かけようとしていた私たちに向かって、「日
本もここまでやったんだからもういいよね」とつぶやいた。その日工場で敗戦の放送を聞いた同じク
ラスの仲間はわずか八人だけだった。
（4）
　戦後、フランス人は残ったが、ドイツ人はいなくなり、アメリカ人が来た。教科書もアメリカのポ
ケット・ブックでヘミングウェイやスタインベックを読んだりした。山本修二教授（通称山修）はア
イルランド演劇の専門家で、シングの戯曲の翻訳などで名が知られていた。戦後まもなく、三高にも
演劇研究会（劇研）が設立されたとき、山修が相談役であった。当時大学や高校で設立された劇研は、
きわめてイデオロギーの色彩の濃い左翼劇研が主流であったが、三高は事情を異にした。山修は文学
座とつきあいがあり、杉村春子などとも親しかったことから、社会主義リアリズムとは違った演劇の
話を聞かされていたからかもしれない。ほどなく、森本薫『女の一生』の公演があったとき、私たち
は大挙して観に行った。森本薫が三高の出身だったことも影響しているのだろうか。劇研が選んだ演
目は、ジャック・コポーの『家』や、ロマンティックな『アルト・ハイデルベルク』などであった。
　また、寮での寮生劇や、語学劇も盛んであった。『出雲のお国』といった歌舞伎風の芝居から（余談
ながら、私はここでタイトル・ロールの女形を演じた）、シング『谷間の陰』、グレゴリー央人『月の
出』、シラー『群盗』など、さまざまな芝居が上演された。帰郷したときも、その地方出身の学生が集
まって、『修善寺物語』、『清盛と仏御前』とか、児童劇で『ピーター・パン』などを上演した。「文化
国家」という熱気にうなされていた時代であった。
　高校2年のとき、戦争は終わったのだが、食糧不足で勉強どころではなく、卒業を1年延ばすことに
して、田舎へ帰った。その後、2年間の高校生活が終わって、大学はどこにするか、いろいろ考えたが、
友人もいることだし、というわけで、東京大学文学部の英文科をめざすことにした。旧制では、高等
学校を卒業すれば、大学へ入るゐはそれほど厄介な問題ではなかった。無事入学したのは、まだ焼け
跡が残っていた1948年のことである。
（5）
　大学の同期には、40人以上いた。最初の顔合わせのときであったろうか、中野好夫教授が独特な口
調で、今年は何とかの当たり年ですなと言っていたのを思い出す。戦後、英語万能の風潮があったた
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め、英文科の志望が増えたことへの皮肉であった。
　何もかも不足だった当時では、生きていくのがやっとであった。それでも、中野教授のシェイクス
ピア（とくに印象が強かったのはJulius　Caesarの購読）、中島文雄教授のThe　Canterbury　Tales、平
井正穂（当時助教授）のEndymion、西川正身（当時講師）のEthan　Fromeなどには、感銘をうけた。
　旧制の大学は3年間で、卒業論文は必修であった。英文科では当然英語で書くわけである。必要単位
はほとんど1、2年で取って、3年では論文に集中することになっていた。私もほとんど単位は取って
いたので、時間はたっぷりあった。たまたま先輩から、アルバイトの口を紹介された。それがなんと、
教員の仕事であった。戦後の混乱期であったから、あのようなアルバイトも可能であったのだろう。埼
玉県の女子中・高で、ほとんど専任同様の勤務をしたのである。英語だけでなく、社会科まで担当さ
せられた。1950年のことで、今から思うと、全くの冷や汗ものである。これが英語教員の第一歩であ
った。
　三高の頃、詩に興味があって、言葉に対する関心が強かった。そういうことから、卒業論文にはJames
Joyceを選んだ。ただ、当時の学力では到底その全容を解明する力などなく、DublinersとA　Portrait
of　the　Artist　as　a　young　Manあたりで終わってしまった。その後、同じく言葉への関心から、
Laurence　Sterneに魅力を感じて、旧制の大学院在学中は、　Tristram　ShandyやASentimental
Journey　through　France　and　ltalyなどを読んだが、これもものにはならなかった。その頃から関心
は、高校時代から興味のあった演劇のほうへ向かっていった。
　大学時代の生活は苦しかった。演劇どころではなかった。せいぜい英文科の友人たちと、Hamletの
輪読をするくらいであった。だが、三高時代の友人で、演劇に打ち込んだ者が二人いた。二人とも姓
は村上であつた。東大の英文科に入った村上高康は、俳優座に加入し、数年後、川に身を投じて命を
絶った。卒業しないで消息のなかった村上忠男は、数十年後出会ったとき、青年座に住み込み、雑役
をしながら芝居への情熱を語っていた。彼はやがて、小さな演劇グループに移り、そこのご意見番の
ような役割を演じていたのだが、数年後、そのグループの主催者から、彼の計報が届いた。二人とも
演劇の魔力に取りつかれ、夢を追い続けてその生涯を終わったのだった。
（6）
　どうやら私は、常に「傍観者」であったようだ。1952年の「血のメーデー」のときも、高校教員組
合のデモ行進に参加して、日比谷公園まで行っていながら、その後は有楽町あたりの喫茶店で、出始
めたばかりのソフトァイスをなめて、そのまま帰ってきたのだ。夕刊を見て初めて、すぐそばの皇居
前広場で流血の惨事があったことを知ったのだった。演劇に対しても、両村上の生き方と比べて、単
なる横好きにすぎなかったような気がする。
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　1951年に大学を卒業して、都立上野忍岡高校の教員になった。この頃は英語教員が不足していたの
で、希望すれば簡単に採用された。大学院に籍をおいていたので、夜間の定時制を選んだ。まだ日本
は貧しく、昼間働きながら定時制に通う熱心な生徒が多かった。優秀な生徒もいて、中には卒業後大
学に進み、司法試験に合格して弁護士になった例もある。大学院は前期課程だけでレポートを出して
終わったので、昼間は暇になった。全日制（昼間）にかわろうかと思ったが、定時制の生徒もけっこ
う面白かったので、そのまま続けた。あいてる日に九段の和洋学園女子中・高で教えたこともあった。
　アメリカの援助で、ガリオア資金（後のブイルブライト）による留学制度があった。友人が受ける
というので、ひやかし半分に一緒に受けたところ、学科試験に合格し、あまり身体に自信がなかった
ので、身体検査を放棄してしまったら、どうしたのかと電話がかかってきた。今から思うともったい
ないことをしたものだ。
　そうこうしているうちに、6年がたった。高校の英語部では、英語劇や、朗読などを指導した。一番
印象に残っているのは、Robert　Browning：The　Pied　Piper　of　Hamelinの朗唱であった。
　戦後の学制切り替えによって、新制大学が多数生まれた。当然教員は不足していた。同じ頃の大学
の卒業生は、まず高校教員になり、それから大学へ転出していく道を辿るものが多かった。私も1957
年から、東京理科大学に勤めることとなった。理科系学生はまじめであった。自分の宿舎と、大学の
ある飯田橋駅の間だけを往復し、途中の新宿駅に下りたことがないというような学生もいたそうだ。い
わゆる「60年安保」のときも、あまり騒がなかった。たまたま芝居好きの兼任講師の人もいて、たま
に会って芝居の話をすることもあった。後年シェイクスピアの翻訳で有名となった小田島雄志もその
なかにいた。?
　東京理科大学は、その頃まだ理学部だけで、やがて薬学部が生まれ、工学部も設置された。現在、千
葉県の野田にある理工学部のキャンパスは、当時ただのグランドで、学生たちは、体育実技の単位を
取るために、野田まで行かなければならないとこぼしていた。そのうちに、1959年から、兼任講師と
して明治大学法学部に勤めることとなり、3年たって1962年から、経営学部専任となったのである。
（7）
　大学では、いわゆる教養課程の英語を担当した。経営学部ではあるが、英語教材は必ずしも経営・経
済に直接かかわらなくてもよい。また、他の学部に比べて、こじんまりした規模だったので小回りが
きいて、英語のカリキュラムも、技能増進のための改正が容易であった。2年次英語で、学生の希望に
応じて選択させたり、1年次にListening　Testを実施したり、また、全クラスにNative　Speakerを
配当したり、ほかに先駆けて、先進的なカリキュラムが編成できて、有難かった。
　それに加えて経営学部では、専門科目の演習を3、4年の2年間（96年からは2、3、4年の3年間）
にわたって担当することになっていて、その教材選定に苦労した。結局、英語技能をすこしでも伸ば
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せばいいのではないかという観点から選ぶよりほかはなかった。幸い多くのユニークなゼミ生に恵ま
れ、毎年秋のゼミ総会では、旧交をあたためている。卒業生のなかには、経営学部にふさわしい
“entrepreneur”もいるし、大学の教員を勤めたり、会計士、税理士といった専門的な資格をとって活
躍している例もある。このような事例を見ていると、高等普通教育である今の大学では、“Liberal　Arts”
を学ぶことが大切ではないかという気がしてならない。
　学生とのつきあいという点では、たまたま私の甥が入っていたことから、茶華道部の部長を引き受
け、このサークルで会った学生たちのことも、忘れられない。とくに、彼らの祖母のような年齢のお
茶の先生との交流は、ほほえましいものであった。ある学生は、卒業後ロンドンで修業して、今もあ
ちらに住み着いて、アンティークの仕事をしている。文学部史学科の卒業であるが、国際化を実践し
ている存在といえるだろう。
　明治へ入ってみると、法学部坂本和男、商学部田村敏夫、佐藤晋など、英米演劇に関心のある人た
ちがいて、研究会をやろうということになった。当時イギリスでは『怒りをこめて振り返れ』の上演
以来、いわゆる「怒れる若者たち」の演劇活動が活発となり、これにブレヒト、ベケットなどの影響
が加わって、新しい劇作家が輩出していた。その一人アーノルド・ウェスカーの研究会にまずとりか
かった。
　1964年には、坂本、田村、来住のほかに、ほぼ同年代で英米文学を研究していた山崎昴一、由井武
夫（法学部）、斎川仁（経営学部）、板津由基郷（当時都立大学）、長岩寛（当時愛知学院大学）の8人
が同人となって、同人誌Galleonの1号を発行した。だが、残念ながらこの同人誌は、66年の3号で
終わってしまった。
　演劇研究会の方では、その後他大学の研究者に声をかけ、法政大学の金丸十三男、黒川欣映、立教
大学の川崎淳之助、上智大学の佐多真徳たちと「現代演劇研究会」を発足したのは、1966年のことで
あった。「演劇の現場と研究者をつなぐ」という理想を掲げて、機関誌『現代演劇」1号を発行したの
は、67年1月であった。研究会員の数も増加し、若い、熱心な研究者が続々と参加した。機関誌につ
いては、それ以来、75年10月の最終15号にいたるまで発行し続けた。
（8）
　私が大学を出た頃は、日本が敗戦の痛手にあえいでいた時代で、外国旅行などはほとんど不可能で
あった。長い間＄1＝￥360の時代が続いた。私が英語国へ行ったのは、1969年の在外研究のときが
最初であった。その頃もまだ＄1＝￥360のレートで、ドルを持ち出すには大蔵省の許可が必要であっ
た。3月から12月までのイギリス滞在、ヨーロッパ大陸旅行、帰途のアメリカ旅行、すべてが得がた
い経験であった。その後、83年の短期在外研究を含めて、数回の海外滞在を経験したが、我われのよ
うな外国語教員にとって、在外経験がいかに貴重なものであるか、痛感している。
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　69年の在外研究のときは、まさに70年安保の最中で、69年は安田講堂事件で始まった。その年の
3月から12月まで、私はロンドンに滞在して、在外研究に当たった。日本の大学には、全共闘の嵐が
吹きまくっていたのだが、イギリスでは、北アイルランド問題はあっても、まだ“One　Man，　One　Vote”
という“Civil　Right”要求の時代で、　IRAの武装活動は、息をひそめていた。　British　Museumの
Reading　Roomも利用したが、何よりもこの間の最大の収穫iは、80回ほどの“Theatre　going”で
あった。
　その頃、ナショナル・シアターは、まだロンドンの劇場がなくて、オールド・ヴィック座で公演を
続けていた。ロイヤル・シェイクスピア・カンパニーはストラットフォードの劇場と、ロンドンでは
オールドウィッチ座を使っていた。ロイヤル・コート・シアターでは、新しい劇作家の作品を次つぎ
に上演していた。観劇の最初は、最初の宿泊地ハンブルクで観たドイツ語版『ラマンチャの男』で、最
後は『バーソロミューの市』であった。あるとき、たぶんナショナル・シアター公演でオリヴィエ主
演の『死の舞踏』を観たときだったと思うが、たまたま日本人に会い、挨拶したところ、その人は舞
台美術家の高田一郎であった。帰国後、高田演出で、エドワード・ボンド『奥の細道』を翻訳上演し
たのも、楽しい思い出である。また、彼の紹介で俳優座の演出家増見利清とも知り合い、そのシェイ
クスピア演出などには啓発されるところが多かった。劇団芸協でミラ．一『みんな我が子』を翻訳上演
したのも、よい経験であった。
（9）
　69年の在外研究の際に、．ロンドンへ行ってから観た最初の芝居は、Agatha　Christie：The
Mousetrapであった。これは初演が1952年で、それ以来今日に至るまで40年以上も延々とロングラ
ンを続けていて、ロンドンの観光名物になっている作品である。これの教科書版を71年に出版したと
き、注釈に当たって、Nursery　Rhymesに直面することになった。　Three　Blindルliceを初めとして、
いくつかのNursery　Rhymesが、何のことわりもなしに劇中に使用されている。英米人の生活の中に、
Nursery　Rhymesがいかに浸透しているかがよく解った。さらに、翌72年に平野啓一著の『マザー
グースの唄』が出たとき、この本に啓発されて、Nursery　Rhymesへの興味はますます強くなった。
それ以来、研究というよりは趣味として、この方面の勉強にもとりかかっている。
　また、ロンドンでまず痛感したのは、聞こえてくる言葉がよく解らないことであった。とくに、街
角で人びとが話している言葉は、cockneyではないにし　も、詑がひどく、言葉を聞いては、いちい
ち標準英語に翻訳してから返事する、といった状況であった。最初に部屋を借りたフラットのLandlady
はMalta出身であり、次のLandladyはフランス系で、アラブの血も入っていた。近くにはアイルラン
ド人や、ナチスを逃れてきたポーランド人なども多く、Queen’s　Englishとはほど遠いインターナシ
ョナルな英語を絶えず耳にしていた。こういう経験が一つのきっかけになったのかもしれない。84年
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に視聴覚教育運営委員会が発足してから、しばらくの間、委員長を勤めることになった。熱心な職員
の人たちの協力のおかげで、それまではかなり遅れていた視聴覚設備も充実し、今では他大学から見
学に来るまでになっている。‘
　75年に『現代演劇15』を出して、終刊してからも、月1回の研究会は継続していた。若い人たちも
次つぎに入ってきて、研究活動が活発になると、また研究誌を出したいという希望が出てきた。こう
して、いわば「第2次」の『現代演劇』no．1が発行されたのは、1979年であった。今回は、英米の劇
作家特集という形をとり、no．1ハルド・ピンターから始めて、　no．2テネシー・ウィリアムズ、　no．3バー
ナード・ショー、no．4エドワード・オルビー、　no．5トム・ストッパード、　no．6ニール・サイモン、　no．
7アーノルド・ウェスカー、no．8サム・シェパード、　no．9エドワード・ボンド、　no．10ユージーン・オ
ニール、no．11アラン・エイクボーン、　no．12キャリル・チャーチルと発行して、現在は、　no．13デイ
ヴィッド・マメットの準備に入っている。研究会では、このほかにランフォード・ウィルソン、ブラ
イアン・フリールをとりあげ、次は、アーサー・ミラーにとりかかろうとしているところである。今
後も多くの人たちの参加によって、活発な研究活動を続けていくことであろう。
（10）
　今、英語教員を勤めた数十年を振り返ってみて、「思へば遠く来たもんだ」という感慨なきにしあら
ず、といったところである。Time　Flies．という。英語のジョークに、「なぜ‘time’は‘fly’（逃げる）
のか」という問いに対して「なぜならみんなが‘kill　time’（時間を殺す［つぶす］）から」と答える
のがある。これからはいっそう時の経つのが速く感じられるかもしれない。暇になった時間をつぶそ
うとすると、時間はますます逃げ足が速くなるのであろうか。いずれにせよ、英語と演劇とは、これ
からも縁を切るわ・けにはいきそうもないので、残された時間をできるだけ有効に利用して、それぞれ
とのつきあいを深めたいものである。
